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日
頃
よ
り
、
圏
域
住
民
の
皆
様
方
に
は
火
災
予
防
や
各
地
域
で
の
防
災
活
動
等
、
消
防
行
政

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
  

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
巨
大
地
震
が
も
た
ら
し
た
社
会
基

盤
の
ひ
ず
み
は
、
未
だ
住
民
生
活
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
と
こ
ろ
、
「
首
都
直
下
型
地
震
や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
三
連
動
地
震
」
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
、
災
害
に
対
す
る
住
民
の
意
識
も
一
段
と
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
消
防

行
政
に
対
す
る
期
待
も
強
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
災
害
に
強
い
「
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
地
域
の
消
防
団
員
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
よ
り
一
層
連
携
を
強
め
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
今
ま
で
以
上
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
事
情
と
し
て
救
急
車
の
出
動
回
数
の
急
激
な
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
の
統
計
で
は
一
万
三
千
件
を
突
破

し
、
一
日
平
均
約
三
十
五
件
、
四
〇
分
に
一
回
の
割
合
で
救
急
車
が
出
動
し
、
搬
送
人
員
を
管

内
人
口
の
割
合
で
見
る
と
、
約
二
十
四
人
に
一
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 救

急
車
の
利
用
状
況
を
見
る
と
出
動
件
数
の
約
半
数
が
軽
傷
者
等
で
緊
急
を
要
し
な
い
、
言

わ
ば
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
す
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
、
適
正
な
救
急
車
の
利
用
を

し
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
「
一
分
一
秒
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、
救
え
る
命
を
一
人
で
も
多
く
救

い
、
そ
し
て
社
会
復
帰
を
」
を
合
言
葉
に
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
重
ね

て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

最
後
に
多
種
多
様
化
す
る
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
度
に
軽
減
す
る
た
め
に
消
防
力
の

充
実
強
化
を
図
り
、
地
域
住
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
災
害
に
強
い
地
域
を
め
ざ
し
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
圏
域
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

１１月９日（月）～１１月１５日（日） 

防火対象物一般査察 

ｄｄｄｄｄｄ 

緊急消防援助隊は、平成７年（１９９５年）阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、大規模災害等にお

いて被災した都道府県内の消防力では対応が困難な場合に、国家的観点から人命救助活動等を効果的

かつ迅速に実施し得るよう、全国の 消防機関相互による援助体制を構築するため、平成７年６月に

創設され、平成１５年６月の消防組織法改正により、緊急消防援助隊が法制化（平成１６年４ 月施

行）されました。 

当消防本部では緊急消防援助隊として、都道府県大隊指揮隊１隊、消火小隊（ポンプ車・水槽付ポ

ンプ車）３隊、救助小隊（救助工作車）１隊、救急小隊（高規格救急車）２隊、後方支援小隊（支援

車等）３隊、通信支援小隊（広報通信車）１隊、特殊装備小隊（屈折はしご車）１隊、重複登録によ

り毒劇物等対応小隊１隊、統合機動部隊指揮隊１隊、１４（２）部隊５３（９）人を派遣出動可能部

隊として登録（平成２７年４月１日現在）しています。 

発足以降、緊急消防援助隊山梨県隊は豪雨災害や東日本大震災など、現在までに３の災害に出動し

最近では、平成２６年９月２７日に発生した「御嶽山噴火災害」に出動しています。 

 

 

防火対象物一般査察 

 

 

 

 

平成２３年の東日本大震災、また今年９月の茨城県常総市の水害等で人命救助にあたっている「緊  

急消防援助隊」について紹介します。 

この緊急消防援助隊は平成７年の阪神淡路大震災を教訓に都道府県単位で組織され、甲府地区消防  

本部は山梨県内１０消防本部の代表消防本部として県大隊長を務めています。     

大規模災害や特殊災害発生時には、被災地からの要請を受け、県内各消防本部と協力して人命救助 

や消火活動等を行なっています。 

  当消防本部が緊急消防援助隊として登録している隊は、県大隊指揮隊１隊、消火小隊（ポンプ車・ 

水槽付ポンプ車）３隊、救助小隊（救助工作車）１隊、救急小隊（高規格救急車）２隊、後方支援小  

隊（支援車等）３隊、通信支援小隊（広報通信車）１隊、特殊装備小隊（屈折はしご車）１隊、重複  

登録により毒劇物等対応小隊１隊、統合機動部隊指揮隊１隊、合計１４部隊５３人（平成２７年４月  

１日現在）となっており、状況に応じ出動することとなっています。 

緊急消防援助隊発足以来、山梨県隊は新潟県中越地震、東日本大震災など、現在までに４つの災害  

に出動しており、最近では平成２６年９月２７日に発生した「御嶽山噴火災害」に出動し、標高   

３０６７メートルの急峻な場所で粘土質となった火山灰等で足場が悪いうえ、火山性微動や火山ガス  

また降雨による非常に過酷な環境下で活動を行い、噴火口を背に二次災害を警戒する中、平成２６   

年１０月１６日まで山梨県大隊延べ２５２隊９１３名（甲府地区消防本部７２隊２２６名）が救助に  

あたりました。 

 

                         

火口を目指し救助に向かう山梨県隊      急坂をロープを使って火口へ向かう隊員 
 

 

    降雨の後、足を取られながらの捜索        凍結した斜面を検索する隊員 
 



 

私たちの市・町の火災と救急統計 

         

 

          火災と救急の比較                         出火原因の比較 

区    分 ２７年上半期 ２６年上半期  区    分 ２７年上半期 ２６年上半期 

火災件数      ７０ 件 ９３ 件 放火（疑い含む） １６ 件 ２６ 件 

建物火災      ２５ 件 ２６ 件 たき火 １０ 件 ７ 件 

損害額(千円） ７５，２０３ ４０，０５９ たばこ ９ 件 ７ 件 

焼損床面積 ８５２ ㎡ ２２５ ㎡ ガスコンロ １ 件 ６ 件 

焼損表面積 ９０ ㎡ ２１１ ㎡ 火遊び ０ 件 １ 件 

死      者 ３ 人 １ 人 石油ストーブ １ 件 １ 件 

負  傷  者 １０ 人 ５ 人 ごみの焼却 １ 件 ０ 件 

 

 火入れ ０ 件 ０ 件 

 
不明・その他 

(調査中を含む) 
３２ 件 ４５ 件 

区    分 ２７年上半期 ２６年上半期  

 救急出場件数 ６，９９１ 件 ７，１８１ 件 

搬送人員 ６，５９６ 件 ６，７３７ 件 

 

甲府市 

火災      42 件 

焼損面積   640 ㎡ 

損害  68,567(千円) 

救急   4,900 件 

甲斐市 

(双葉町を除く) 

火災   19 件 

焼損面積  192 ㎡ 

損害 4,816(千円) 

救急   983 件 

中央市 

火災     6 件 

焼損面積    20 ㎡ 

損害  1,530(千円) 

救急   591 件 

昭和町 

火災     3 件 

焼損面積    0 ㎡ 

損害    290(千円) 

救急     501 件 

平
成
二
十
七
年
上
半
期
の
火
災
件
数
は
七
十

件
で
、
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
二
十
三
件
の
減
少

で
あ
り
ま
す
が
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
昨
年
同
期

に
比
べ
増
加
し
、
三
名
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。 

出
火
原
因
は
、
放
火
（
放
火
の
疑
い
も
含
む
）

が
十
六
件
と
最
も
多
く
、
次
に
た
き
火
、
た
ば
こ

等
に
よ
る
も
の
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。 

放
火
・
放
火
の
疑
い
と
思
わ
れ
る
件
数
は
、
過

去
の
統
計
か
ら
見
て
も
常
に
上
位
に
入
っ
て
い

ま
す
。
放
火
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
圏
域
住
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
が
放
火
火
災
に
対
す
る
危
機
意

識
を
持
ち
、
防
火
対
策
に
心
が
け
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
で
放
火
さ
れ
な
い
、
さ
せ
な
い
地

域
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
放
火
火

災
の
防
止
に
不
可
欠
で
す
。
周
囲
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
、
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
出
す

な
ど
、
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

火
災
の
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
地
域
ぐ
る

み
で
、
「
放
火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な
い
・
放
火
さ

れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ
な
い
」
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

救
急
件
数
は
平
成
二
十
一
年
か
ら
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
七
年
上
半
期
に
つ
き

ま
し
て
は
、
百
九
十
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
一
日
平
均
三
十
八
件
も
の
出
動
を
し
て
お
り
、

救
急
出
動
件
数
が
多
く
な
れ
ば
、
必
然
的
に
遠
く

の
救
急
隊
が
出
動
す
る
確
率
が
高
ま
る
た
め
、
現

場
へ
の
到
着
時
間
が
長
く
掛
か
っ
て
し
ま
い
、
助

か
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

「
助
か
る
命
を
救
い
た
い
！
」
を
合
言
葉
に
救
急

隊
は
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
は
台
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
住
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

「
救
急
車
の
適
正
利
用
」
に
つ
い
て
お
願
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
も
多

く
の
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、
今
後
も
引
き
続

き
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

平成２７年上半期 

（１月～６月） 

火災件数    ７０件 

救急件数 ６，９９１件 

（中央道１０件・管外６件を含む。） 



大規模地震災害対応訓練 

   平成２７年７月７日（火）解体予定の「旧山梨県消防

学校」を活用した震災対応訓練を実施しました。 

倒壊したコンクリート建物内に要救助者が取り残さ

れているという想定で、壁体などの破壊作業を行い開

口部を設定し、人命救助活動等を効果的かつ迅速に行

うことができ、隊員たちは互いに協力しより実践的な

技術を習得することが出来ました。 

 

甲府地区支部消防団員操法大会 

平成２７年７月１３日（日）第４０回甲府地

区支部消防団員総合訓練大会が「山梨県消防学

校」において開催され、甲府市・甲斐市・中央

市・昭和町の消防団員８１９名がこの日のため

忙しい仕事の合間を縫って、連日訓練を重ね、

家族の見守る中、きびきびとした動作で日頃の

訓練の成果を披露しました。 

消防隊による訓練指導 

学校や事業所などでは定期に消防訓練を行なうこ

とが義務付けられており、派遣要請があった場合に

消防隊は消防訓練に立会い、１１９番通報訓練・避

難誘導訓練・初期消火訓練などの指導を行なってい

ます。消防訓練を行う場合は、前もって管轄の消防

署へ連絡をお願いします。 

 

各 種 活 動 の 紹 介 
甲府地区消防本部では、あらゆる災害に対応し圏域住民の皆様の命と暮らしを守るため

日々訓練を重ねるとともに、警防・救助や予防・救急など各種業務に取り組んでいます。 

警 防 ・ 救 助 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

                           

 

 

 

  

 

水難救助訓練 

水による事故を想定した急流水難救助訓練

を「釜無川」及び「山梨県消防学校プール」

で実施し、水難救助技術の向上と隊員間の連

携強化を図りました。 

 

防災訓練 

 平成２７年８月３０日（日）東海地震の発生を想定し

た甲府市総合防災訓練が「千塚小学校」で開催され、各

関係機関と連携したトリアージ訓練、救急搬送訓練のほ

か救出訓練や火災防ぎょ訓練などを実施しました。 

 



予 防 ・ 救 急 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数傷病者事故発生時の救出救護訓練 

平成２７年９月８日（火）救急医療週間の一環として、甲府市中央三丁目「富士川悠遊館」において、

集団救急事故時の救急活動計画に基づき、多数傷病者事故発生時に短時間内に最も効果的かつ適切な運

用を行うための訓練を実施しました。救急隊・消防隊及び救助隊各隊の指揮体制の確立とトリアージ能

力の向上並びに医療機関との密接な連携体制の強化が図られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険物安全週間に伴う立入検査 

平成２７年６月８日（月）から６月１２日（金）ま

で、保安に対する意識の高揚及び啓発を促すとともに、

より一層の自主保安体制の確立と安全の確保の徹底を

目的とし、立入検査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車適正利用啓発活動 

 平成２７年６月５日（金）甲府市役所において、救

急医療、救急業務に対する地域住民の正しい理解と認

識を深めることを目的として、救急車適正利用の啓発

活動を実施しました。 

 

簡易宿所特別査察 

神奈川県川崎市の簡易宿所の事故を受け、平

成２７年５月２０日（水）から５月２９日（金）

まで、管内の３０施設を対象に特別査察を実施

しました。防火避難安全対策を徹底し、万全な

防火管理体制の指導をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

住宅用火災警報器普及啓発活動 

 住宅用火災警報器の設置が義務化され、全世

帯への設置を目指し、防災訓練会場等におい

て、甲府地区女性防火クラブ員による普及啓発

活動を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 



                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                                      

                                              

                                                     

 

 

 

電池が切れ

る前に早め

の交換を！ 

設
置
義
務
化
か
ら
十
年

皆
さ
ん
の
住
む
住
宅

を
火
災
か
ら
守
る
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
の

設
置
義
務
化
か
ら
十
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
う

設
置
は
お
済
で
す
か
？ 

す
で
に
義
務
化
か
ら

三
十
年
以
上
経
つ
ア
メ

リ
カ
で
は
そ
の
有
用
性

か
ら
「
火
災
に
よ
る
死

者
が
半
分
以
下
に
な
っ

た
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 わ

が
国
で
も
設
置
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
平

成
二
十
七
年
六
月
現
在

の
総
務
省
消
防
庁
の
調

査
結
果
で
は
、
残
念
な

が
ら
次
の
と
お
り
、
県

内
で
は
ま
だ
ま
だ
設
置

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

値
段
が
高
い
？

 

皆
さ
ん
は
住
宅

用
火
災
警
報
器
が

高
価
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
確

か
に
義
務
化
さ
れ

た
平
成
十
六
年
当

時
、
一
個
一
万
円
近

く
、
高
価
な
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
今

で
は
量
産
化
さ
れ
、

メ
ー
カ
ー
に
も
よ

り
ま
す
が
、
安
い
も

の
で
は
一
個
二
千

円
程
で
購
入
で
き

ま
す
。 

 
 

取り付けるだけで 

１０年間火災から守 

れるなら安いよね！ 

取
り
付
け
る
の
が

大
変
？ 

 

住
宅
用
火
災
警

報
器
は
電
池
式
の

た
め
、
取
り
付
け

は
と
て
も
簡
単
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

一
本
で
簡
単
に
取

り
付
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。 

 

ま
た
、
取
り
付

け
る
の
が
困
難
な

高
齢
者
の
方
等
を

支
援
す
る
た
め
、

今
年
か
ら
「
取
り

付
け
支
援
事
業
」

を
行
な
っ
て
い
ま

す
。 

消
防
職
員
が
お
宅
に
訪
問
し

て
取
り
付
け
ま
す
！ 

本
年
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
取
り
付
け
る
の
が
困
難
な

方
を
対
象
に
「
取
り
付
け
支
援
事

業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。 

支
援
要
件 

・・
障
が
い
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
が
い
る
世
帯 

注
意
事
項 

・
取
り
付
け
は
無
料
で
す
が
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
本
体
は
自

身
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。 

・
取
り
付
け
が
困
難
な
場
所
は
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ 

・
甲
府
中
央
消
防
署 

℡
０
５
５
‐
２
５
４
‐
９
１
１
９ 

・
甲
府
南
消
防
署 

℡
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
４
９
９ 

・
甲
府
西
消
防
署 

℡
０
５
５
‐
２
７
６
‐
３
８
２
５ 

全国     ８１％ 
山梨県    ７２％ 
当本部管内  ６４％ 

住宅用火災警報器 
設置率 

（平成 27 年 6 月 1 日現在） 

こ
れ
で
も
取
り
付
け
な
い
？

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
少

し
の
労
力
と
家
計
負
担
で
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
池
が

切
れ
る
ま
で
お
よ
そ
十
年
間
、

大
切
な
家
と
ご
家
庭
を
火
災

か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

取
り
付
け
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト

は
あ
っ
て
も
取
り
付
け
る
デ

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
‼

設
置
が
お
済
み
で
な
い
ご
家

庭
は
早
急
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
！ 

（
な
お
、
電
池
に
は
寿
命
が

あ
り
ま
す
。
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
る
方
は
電
池
切
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
‼
） 

 

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
ご
注
意
！ 

家
電
製
品
な
ど
の
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン

セ
ン
ト
や
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
に
長
期
間
差

し
込
ん
で
使
用
し
て
い
る
と
、
コ
ン
セ
ン
ト

と
プ
ラ
グ
の
隙
間
に
徐
々
に
「
ほ
こ
り
」
が

溜
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
ほ
こ
り
が
湿
気
を

帯
び
、
微
小
な
ス
パ
ー
ク
を
繰
り
返
し
、
や

が
て
さ
し
刃
間
で
電
気
回
路
が
形
成
さ
れ

出
火
す
る
現
象
を
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」

と
い
い
ま
す
。
特
に
、
水
滴
が
か
か
り
や
す

い
場
所
（
洗
面
台
や
台
所
等
）
ほ
こ
り
が
溜

ま
り
易
い
と
こ
ろ
（
清
掃
が
困
難
な
家
具
の

裏
な
ど
）
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
要
注
意
で
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火
災
は
、
隠
れ

た
部
分
で
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
発
見
が
遅

れ
思
わ
ぬ
被
害
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
の
火
災
を
防
ぐ
に
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま
の
プ
ラ

グ
等
に
ほ
こ
り
な
ど
が
付
い
て
い
な
い
か

定
期
的
に
確
認
し
、
清
掃
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

ポ
イ
ン
ト 

①
テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
な
ど
常
時
通
電
し
て
い

る
機
器
は
、
時
々
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
乾

燥
し
た
布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。 

②
機
器
の
使
用
後
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

③
長
期
間
外
出
す
る
よ
う
な
時
は
、
電
源
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
お
く
習
慣
を
付
け
ま
し

ょ
う
。 

 ほこりを溜めたままでいると 

発熱・発火する恐れがあります！ 



インフォメーション           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

山梨県消防救助技術大会 

平成２７年６月８日（月）「第４２回山梨県消防救助技術大会」が富士五湖消防本部河口湖訓練場で行なわれ、

県内１０消防本部の隊員が日頃鍛えた救助技術を競いました。当消防本部職員も７種目に出場し『ロープブリッ

ジ渡過』の部で消防副士長伊藤大輔隊員が見事優勝しました。 

 

 

 

 平成２７年８月１１日（火）１１時２３分ごろ、甲府

市朝気二丁目地内で卓球練習中に心肺停止に陥った男性

に対して、現場に居合わせた佐治健太郎様、村松良則様

の２名が施設に設置のAEDを使用するとともに、心肺蘇

生法を実施、傷病者の社会復帰に大きく貢献したことに

対して、その功績を称え甲府地区消防本部では平成２７

年９月７日（月）に「消防長室」において、表彰式を実

施しました。 

 

消防音楽隊対外演奏 

 平成２７年５月１７日（日）緑が丘スポーツ公園船

出広場で開催された「第２３回甲府市緑化祭り」に甲

府地区消防音楽隊が出演し、音楽を通して防火、防災

への意識向上と協力を呼びかけました。 

 

 

上級救命講習会 

 平成２７年９月６日（日）、甲府地区消防本部「講堂」

において、当本部救急救命士の指導により、４８名が上

級救命講習会を受講し、ＡＥＤの取扱いや応急処置を学

び、修了証が交付されました。 

 

 

庁舎見学（防災学習） 

 防災学習を目的として、 

年間を通じて児童及び各 

種団体等を対象に、消防 

車両や消防指令センター 

を見学する『庁舎見学』 

を実施しています。 

 

 



 

 

 

 

 

救急車の適正利用にご協力をお願いします！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲府市医師会救急医療センター 
一般救急業務：３６５日電話による対応 
（医療機関への案内等） 
診療時間：午後 7 時～翌日午前 7 時 
（症状などにより他の医療機関へ案内） 
・地 域：甲府市、甲斐市（旧双葉町を除く） 

中央市、昭和町 
電話番号 ０５５-２２６-３３９９ 

 
小児初期救急医療センター 

日曜祝日診療時間：午前 9 時～翌日午前 7 時 
土曜日診療時間：午後 3 時～翌日午前 7 時 
平 日 診 療 時 間：午後 7 時～翌日午前 7 時 
        電話番号 ０５５-２２６-３３９９ 

電話番号 ♯８０００（短縮ダイヤル） 
・地域：県下全域  
・診療内容：小児の急病のみ 
・小児の外傷（けが・頭部打撲）は、山梨県情報セ
ンターへ電話をしてください。 

電話番号 ０５５-２２４-４１９９ 

 全国では、救急車で搬送された
人の約半数が入院を要しない軽症
であり、救急車の不適切な利用が
されているとも言われています。 
 救急車や救急医療は限りある資
源です。いざというときのあなた
自身のために、救急車の適正な利
用をお願いします。 

「救急車利用マ
ニュアル」がご利
用できます。 
スマートフォ

ン・携帯電話で読
み取ってくださ
い！ 

聴覚障がい者の皆さんへ 
『メール１１９＆FAX１１９』のお知らせ 
電話による１１９番通報が困難な方が、緊急事態の発

生をメール又は FAX を利用して消防に通報できるシス

テムです。 

このシステムを利用できる方は、当本部管内（甲府市・

甲斐市（旧双葉町を除く）・中央市・昭和町）に居住、若

しくは通勤、通学している聴覚又は言語等に障がいのあ

る方が対象になります。なお、通勤、通学の場合は当消

防本部管内に滞在時のみ有効です。 

※ご不明な点はお電話にてお尋ねください。 

 指令課第一・第二係 ℡０５５－２２２－１１９０ 

秋の火災予防運動 平成２７年１１月９日（月）～１１月１５日（日） 
１１月 ７日（土） 防火コンサート「甲府駅北口ペデストリアンデッキ」 

     ９日（月） 街頭啓発「JR甲府駅」 
    １１日（水） 消防訓練「甲斐市役所竜王庁舎」 
    １２日（木）  

    １３日（金）  
運動期間中 危険物輸送車両等の立入検査 

消防団防火広報パレード「甲府市・甲斐市・中央市・昭和町 各消防団」 
 

第３０回県民の日記念行事「消防まつり」 
日  時 平成２７年１１月１４日（土）午前１０時～ 
場  所 山梨県小瀬スポーツ公園≪陸上競技場前広場≫ 
主  催 山梨県消防長会 
実施項目 消防車展示・ミニ消防車試乗・救急法実技指導等 

 
第８４回甲種防火管理新規講習会 

日  時 平成２７年１２月１０日（木）・１１日（金）午前８時３０分～午後４時２０分 
場  所 甲府市蓬沢一丁目１５番３５号「山梨県自治会館」定員１５０名 

※問合せは、予防課査察指導係（℡０５５－２２２－１２８４） 

防火対象物一般査察 

編集：甲府地区消防本部 企画課 

電話：０５５・２２２・１1９４（直通） 
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